
栃木県中小企業家同友会 会報

社長の学校
vol. 81

■発行日：2015年6月15日
■発行者：栃木県中小企業家同友会
　〒321-0968　栃木県宇都宮市中今泉２-３-13
　 TEL 028-612-3826　FAX 028-612-3827
　 E-mail：t-doyu@ninus.ocn.ne.jp
　 URL：http://www.tochigi.doyu.jp/
■企画編集：広報委員会　■印刷：有限会社 赤札堂印刷所

良い経営者を目指し、共に学び、共に育とう！
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　今年３月５～６日、パシフィコ横浜で中小企業
問題全国研究集会が開催され、全国から1203名が
集まった。
　１日目は18の分科会に分かれての報告、グルー
プディスカッションが行われた。私は人材育成が
テーマの分科会に参加。報告の中で「外国人労働
者を採用しようとしたところ、言葉が通じないな
ど社内の猛烈な反対にあった。しかし、日本人
同士でも言葉が通じていないケースが多々あると
押し通して採用。結果として彼らのひたむきな
姿勢が社内全体にとても良い影響をもたらした」
というエピソードが印象的だった。その後のディ
スカッションでは経営者がいかに本気で従業員と
向き合えるかがキモになるという話で大いに盛り

上がった。
　２日目は崎陽軒の野並社長に
よる全体講演で締めくくられた。
３代目である野並社長の、伝統
を守りながらローカルブランド
としての崎陽軒を守り、育てよ
うという熱意がひしひしと伝わ
り、あっという間の90分だった。
余談だが崎陽軒の創業者は鹿沼
出身とか。商品名がシュウマイではなく、シウマイ
というのはなまりのためだそうだ。
　次回は来年２月18～19日に香川県で開催予定。
普段会うことのない経営者の生の声が聞ける素晴
らしい機会なので、次回もぜひ参加しようと思っ
ている。
［報告］共に育つ経営研究部会・副部会長
　　　 石川大樹／有イシカワ

経営者の熱意なくして
人財の育成無し！
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　今年４月20日、ベルヴィ宇都宮を会場に本会の
第30回定時総会が開催された。
　総会は第１号議案の14年度の報告を代表理事
である私、シンデンの八木より、決算報告を副代表
理事の共立・石綱会員より、そして監査報告を
小林会計事務所・小林会員より行った。続いて
第２号議案（本年度体制）、第３号議案（予算）も
議案書通り可決された。これにより再び私八木が
代表理事に、新任の理事を含み新体制は発足した。
この体制で会の発展に努めたいと考えている。

　八木澤社会保険労務士事務所の八木澤会員の
提案から、30年目の区切りとしての活動を理事会
等で検討していくことを回答した。
　その後、中小企業家同友会全
国協議会・国吉昌晴副会長の基調
講演「同友会は魅力がいっぱい」
が行われ、会発足前の話から、
全国の同友会会員の会社・地域が
変わった事例の報告があった。
　懇親会は盛り上がり、近年の
閉塞感を打ち破ることを期待さ
せるものであった。
［報告］代表理事　八木　仁／株シンデン

閉塞感を打ち破り、
躍進の年にしよう！

国吉昌晴副会長



栃木県中小企業家同友会は、県北・県央・県南の３エリアで支部活動を展開中です。
他支部会員、オブザーバーの参加も大歓迎。詳細は事務局までお問い合わせください。

栃木県中小企業家同友会　会報「商い話」vol.８１（２０１５年６月発行）

　「連帯保証は事業を行う上では仕方がない」と元
銀行員の私は思っていた。しかし、昨年の県例会報
告者である株宮崎本店の宮崎由至社長の「私、連帯
保証外しました。相続のために」の一言で、自らの
認識をあっさり打ち破られた。その晩から再研究を
始めた私。同友会は情報と人材の宝庫だ。連帯保証
と相続で裁判経験を持つ弁護士・小森竜介さん、
実際に連帯保証を外した株フカサワの深澤雄一さん
を同友会内で発見！　２月１７日開催の県例会
「えっ！　兄弟にも個人保証が相続される？」を共同
報告させていただくこととなった。当日は「連帯

保証、相続の基礎
知識」から「これ
らが及ぼす経営へ
のプラスマイナス」
「会員事業者の
現状報告」「質疑
応答」「適度な脱線
討議」など大いに
盛り上がった。改めて「学び合うことは大切、だか
ら、その場として同友会が大切」と思った。これを
受けて今は「相続と自社株」の勉強を始めている。
次回は誰とコラボできるか楽しみだ。
［報告］フォローアップ委員長　福田忠史／
　　　 プルデンシャル生命保険株

学び合うことは大切、だから、
その場として同友会が大切

　今年３月２５日、宇都宮東市民活動センターにおい
て栃木県中小企業家同友会の県央支部総会を開催し
た。その中で平成２６年度の活動報告と、平成２７年度
の活動計画を発表した。
　平成26年度は県北支部との連携を図り、合同例会
を開催できた。当初は月１回の支部例会を計画して
いたが、支部活動としては年間６回しか開催できな
かった。全体的に参加人数が少なかったのが課題だ
が、その一方で、少人数だからこそ踏み込んだ議論
まで及んだことは大きな収穫であった。来期は県北

支部と合同で会員増強・参加者増を図りつつ、支部
活動のさらなる活性化につなげていきたい。
　平成２７年度は基本スローガン「想いを語り合い、
共に育ち、よい会社、よい経営者、よい経営環境を
目指す！」のもと、県例会のテーマに沿ってより
理解を深めるために、県北・県南支部、各部会、
委員会と連動して支部例会を月１回開催する予定だ。
支部例会は会員数、活動の面から県北支部と合同
開催で行う。また会員増強を視野に、よりフランク
な議論ができる場として、懇親会の開催も企画して
いきたい。会員諸氏の積極的な参加を期待している。
［報告］県央支部長　中村悟志／
　　　 株アクティチャレンジ

会員増強・参加者増を視野に
支部活動のさらなる活性化を

左より深澤会員、小森会員、福田会員

　今年３月２６日、６名が参加し
た県北支部総会は滞りなく議事
が進行され閉会となった。その
総会に先立って企業訪問を行っ
た。訪問先は総会の会場となっ
た県北担当理事・小山研一社長
の有赤札堂印刷所である。小山
理事の会社では数年前から５Ｓ
を導入し、指導を受けていると
のこと。社内は隅々まで整理整

頓されていたが、小山理事自身は「まだまだこれか
ら」と話す。以前から５Ｓを実践している会員から
は「ここはこうしたらいいのでは？」など、活発な
意見が飛び交う現場見学となった。
　「５Ｓを実施したおかげで無駄なものが排除でき、
スペースが生まれ、新しい設備を導入することがで
きた」と小山理事は振り返る。５Ｓのメリットの一
つだ。事務所と工場を見学したが、従業員の方から
明るい挨拶があり、また、仕事内容を伺った際も
丁寧な回答を頂いた。行き届いた社員教育、５Ｓの
実践など学びの多い企業訪問例会となった。
［報告］県北支部長　八木澤和良／
　　　 八木澤社会保険労務士事務所

収穫の多かった企業訪問例会。
５Ｓの実践などを現場で学ぶ

赤札堂印刷所の
工場見学の様子

　■ 活動報告 01 　　県南支部　２月県例会報告

　■ 活動報告 02　　県央支部　県央支部総会報告

　■ 活動報告 03　　県北支部　県北支部総会報告




